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第159回
定時株主総会
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株主総会資料の電子提供制度について

定款の定めに基づき、株式会

社が株主総会資料を自社の

ホームページ等のウェブサイト

に掲載し、株主に対し、その

ウェブサイトのアドレス等を書

面により通知することによって、

株主総会資料を提供するこ

とができる制度です。

出典：法務省リーフレット（001370229.pdf (moj.go.jp)）より

＊2022年より適用

https://www.moj.go.jp/content/001370229.pdf
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報告事項
第159期
会計監査人および監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件
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監査役会の監査報告書 謄本
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会計監査人の監査報告書 謄本
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第159期
事業報告
2023年4月1日～2024年3月31日

連結計算書類および計算書類

決議事項
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SHIONOGIグループの
現況に関する事項
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新たなプラットフォームで
ヘルスケアの未来を創り出す

• 革新的なヘルスケア製品・サービスを継続的に

創出し、グローバルにビジネスを展開している

‒ ビジネスモデルの拡大

‒ 高利益率を維持し、パテントクリフを乗り越えて成長

• 社会課題解決に挑戦し続け、顧客や社会に

貢献している

‒ 感染症の脅威からの解放、QOLの向上、健康寿命の延

伸、サステイナブルな社会保障への貢献、SDGsへの貢献

• 専門性・人間性を休むことなく成長させている

エクセレントビジネスパーソンが、それぞれの強み

を活かし、新しい価値を生み出している

SHIONOGI Group Vision（2030年Vision）
- 2030年にSHIONOGIが成し遂げたいこと -

2030年Visionを実現したSHIONOGIの姿

2030年Vision
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STS2030を改訂した戦略：STS2030 Revision

2030年Vision実現への道筋をより明確にした新たな戦略

STS2030 Revision
- Shionogi Transformation Strategy 2030 Revision -

STS Phase2 (’23 -’25)STS Phase1 (’20 -’22)

STS2030

STS Phase3 (’26 - ’30)

STS Phase1 (’20 -’24) STS Phase2 (’25 - ’30)

これまでの
計画

今回の
計画

STS2030 Revision

HaaS*企業として

2030年Vision

達成

* Healthcare as a Service：医薬品の提供にとどまらず、顧客ニーズに応じた様々なヘルスケアサービスを提供すること
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STS2030 Revisionにおける財務目標

売上収益

海外売上高CAGR*

EBITDA**

2023年度（目標）

4,500億円

ー

1,670億円

2023年度（実績） 2025年度 2030年度

4,351億円 8,000億円5,500億円

17.4%

1,887億円

STS Phase2 STS Phase3

15%50%

2,000億円 ー

（ロイヤリティー収入を除く）

* CAGR（Compound Annual Growth Rate：年平均成長率）

2022年度を起点 2025年度を起点2022年度を起点

初年度である2023年度は、STS Phase2の目標に対して順調な走り出し

** EBITDA（Earning Before Interest, Taxes, Depreciation, and Amortization：コア営業利益に減価償却費を加えた利益）
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事業の経過
     およびその成果
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① 連結業績 - 売上収益 -

対前年 2.0%増

（億円）売上収益 内訳

売上収益

2022年度 2023年度

4,267 4,351 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2022年度 2023年度

国内医療用医薬品 1,797 1,511

一過的な要因 1,000* 250**

一過的な要因を除く 797 1,261

海外子会社/輸出 425 499

製造受託 153 176

一般用医薬品 131 146

ロイヤリティー収入 1,747 2,004

* 日本政府によるゾコーバの購入  **ADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金受領

（億円）
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① 連結業績 - 各種利益 -

営業利益 税引前利益
親会社の所有者に帰属する

当期利益 EBITDA*

（億円） （億円）（億円） （億円）

対前年 7.5%増対前年10.0%減 対前年12.4%減対前年 2.9%増

1,490 

1,533 

0

500

1,000

1,500

2022年度 2023年度

2,203 1,983

0

500

1,000

1,500

2,000

2022年度 2023年度

1,850 1,620 

0

500

1,000

1,500

2022年度 2023年度

1,756 
1,887

0

500

1,000

1,500

2,000

2022年度 2023年度

売上収益および営業利益について、2期連続で過去最高業績を更新

* EBITDA（Earning Before Interest, Taxes, Depreciation, and Amortization：コア営業利益に減価償却費を加えた利益）
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① 連結業績 - 資産等 -

2022年度末 2023年度末 対前年（%）

資産合計 13,118 14,169 8.0%増

資本合計 11,219 12,526 11.6%増

負債合計 1,899 1,644 13.5%減

連結財政状態計算書項目 （億円）

国際財務報告基準（IFRS）

安定的な財務基盤を維持
また、中長期的な企業価値向上に向けた取り組みが進捗
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1,797億円

② 国内事業

2022年度 2023年度

■一過的な要因
注１ 日本政府によるゾコーバの購入：1,000億円

注２ ADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金：250億円

■一過的な要因を除く売上
（対前年58.1%増）

感染症薬の売上

• COVID-19関連製品＋インフルエンザファミリー

（対前年 698億円増）

1,511億円

注１ 注2

一過的な要因を除き、国内医療用医薬品の売上増

1,261億円

797億円
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インフルエンザ

COVID-19

複数の感染症薬アセットによる収益の安定化

* COVID-19 5類感染症へ位置付け変更後  出典：インフルエンザに関する報道発表資料 ｜厚生労働省
新型コロナウイルス感染症に関する報道発表資料｜厚生労働省

インフルエンザまたはCOVID-19

どちらかは一定以上の流行を継続

定
点
当
た
り
報
告
数

インフルエンザおよびCOVID-19 定点当たり報告数の推移* 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

2024年2023年

インフルエンザ治療薬、COVID-19治療薬により安定的な収益構築を実現

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou_00014.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00438.html
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③ 海外事業 

179億円

154億円
（対前年 15.9%増）

136億円

91億円

（対前年 49.9%増）

2022年度 2023年度 2022年度 2023年度

* 米国の製品名：Fetroja、欧州の製品名：Fetcroja

106億円120億円
（対前年 11.3%減）

2022年度 2023年度

米国 欧州 中国

◼ 海外子会社の売上収益

• 米国、欧州：セフィデロコル(Fetroja/Fetcroja)*の価値最大化

• 中国：新薬を軸とした新たなビジネスモデル構築に向けて進展
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④ ロイヤリティー収入およびヴィーブ社からの配当金収入

2022年度 2023年度

2,297億円2,359億円

■ その他ロイヤリティー収入

ヴィーブ社からのHIVフランチャイズに関する

ロイヤリティー収入および配当金

■ ロイヤリティー収入（対前年 14.7%増）

■ 配当金収入（対前年 44.6%減）
（※）1. 配当金の受領の期ずれにより、昨年度、配当金を１回分多く受領

 2. ヴィーブ社がギリアド社との特許侵害訴訟の和解金を受領したこと

     に伴う配当金の一時的な増加

※

HIVフランチャイズに関する堅調なロイヤリティー収入および配当金収入を受領
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⑤ 研究開発 - 主な研究開発の進捗 -

疾患領域 プロジェクト 対象疾患 2022年度 2023年度

感染症領域

S-268019 COVID-19（起源株ワクチン） 申請 承認了承*

S-567123 COVID-19（ユニバーサルワクチン） 非臨床試験

S-337395 RSウイルス感染症 Phase 1 Phase 2

S-649228 AMR**（複雑尿路感染症） 非臨床試験

S-743229 AMR（グラム陰性菌感染症） Phase 1

社会的影響度
の高い

QOL疾患

S-309309 肥満症 Phase 2
Phase 2 

投薬完了

S-151128 慢性疼痛 Phase 1 Phase 1b

ズラノロン 大うつ病障害 Phase 3 申請準備中

SDT-001 ADHD Phase 3 申請

* 2024年5月24日開催の医薬品第二部会にて承認を了承  ** Antimicrobial Resistance：薬剤耐性

成長ドライバーの研究開発を積極化し、ほぼ計画通りに進展
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COVID-19治療薬：ゾコーバ（エンシトレルビル）

• 日本・アジアで実施したPhase 3試験の良好な結果

• 緊急承認期間中に90万人以上の安全性データを
蓄積

• 発症予防試験
- COVID-19の発症抑制効果の検証

• STRIVE試験
- 入院患者での有効性の検証

• 小児対象試験
- 国内の小児を対象として安全性、有効性の
検証

グローバルPhase 3試験の結果入手*

• 主要評価項目は未達だが、症状改善傾向を確認

• 優れた抗ウイルス効果、高い安全性と忍容性を確認

優れた抗ウイルス効果と症状改善効果を有する経口抗ウイルス薬として、
引き続きグローバルへの提供を目指す

* 2024年5月13日に結果を開示

日本における通常承認の取得 実施中の臨床試験



21

⑥ 生産、サプライチェーン

• 鎮咳薬メジコンの増産

– 社会のニーズに応え大幅な増産を実施

 抗菌薬の国内安定供給

– サプライチェーン体制の強化

安定供給の実現に向けた取り組み

• COVID-19関連製品の生産

– ゾコーバの一人分包装への対応

– 組み換えタンパクワクチン生産体制の構築

• ニーズに応じた柔軟な生産の実施

– ドルテグラビル（抗HIV薬）、ゾコーバなどの
感染症薬の増産

SHIONOGIグループの成長への貢献

STS2030 Revision達成に向け、生産体制、サプライチェーン体制の強化が順調に進捗 
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対処すべき課題
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STS2030 Revision達成に向けた2024年度の強化ポイント

• 国内での感染症薬を中心とした販売の拡大

− ゾコーバ、ゾフルーザの処方拡大

٠ セフィデロコルを中心とした海外事業の成長

自社販売を中心とした
トップラインの成長

STS2030達成に向けた
投資の加速

٠ 欧米での自社製品の拡大に向けた販売体制の構築

− 国内外の販売体制を一元化

• グローバルで販売できる成長ドライバーの確立

٠ コーポレート機能のグローバル化と人材の強化

− グローバルな競争を勝ち抜くための経営基盤と人材の強化

STS2030 Revision達成に向けて、成長と投資をさらに加速
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配当方針
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成長をともに実感していただける株主還元政策

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

取得額 - - 300億円 - 350億円 294億円 500億円 500億円 500億円 - 494億円 750億円 -

消却数 - - - - 2,200万株 500万株 735万株 520万株* - - 420万株 1,084万株** -

20 22 24 28 34 38 44 50 53 55 60
42 46 52

62
72

82
94

103 108 115

0

50

100

150

（円）

（予定）

2019年度以降はIFRSに基づき算出した値* 2020年3月30日決議、4月6日消却   ** 2023年7月31日決議、2024年4月17日消却

135

（予定）

170
（予定）

85

＋25円

75

160

年間で過去最大の増配（＋25円）とし、12期連続の増配を予定

自己
株式
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将来の見通しに関する注意事項

• 本資料において提供される情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。
これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論・結果を招き得る不確実性に基づくもの
です。

• それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。
リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試
験の完了、製品の安全性ならびに効果に関するクレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保険関連改革、マネジドケア、健康
管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるもので
はありません。

• 承認済みの製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の
受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありません。

• 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項により、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合
であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。

• 本資料には、医薬品（開発中の製品を含む）に関する情報が含まれておりますが、その内容は宣伝広告、
医学的アドバイスを目的としているものではありません。

• 本資料は国内外を問わず、投資勧誘またはそれに類する行為を目的として作成されたものではありません。

• 本資料の利用にあたっては、利用者の責任によるものとし、情報の誤りや瑕疵、目標数値の変更、その他
本資料の利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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